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本
年
１
月
、
世
界
遺
産
候

　
　
　

補
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
に
正

式
に
推
薦
さ
れ
た「
富
岡
製
糸
場

と
絹
産
業
遺
産
群
」。
そ
の
構
成

資
産
の
一
つ
、「
田
島
弥
平
旧
宅

（
境
島
村
）」に
つ
い
て
、
よ
り
深

く
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
新

し
く
連
載
を
開
始
し
ま
す
。

表紙写真：河津桜が咲く くさぶえの丘
いせさき市民のもり公園では、３月から
４月にかけて、100本を超える河津桜が
見頃を迎えます。３月16日、きれいな花
を咲かせた河津桜を見物にたくさんの人
が公園を訪れ、待ち望んだ春を楽しんで
いました。
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　出会いと別れの季節、春が
来ました。市役所も人事異動
の季節、4月には新しい広報
担当がいるかもしれません。
　そんな春。広報担当には恒
例の取材があります。それは
市内各所で桜を撮ること。カ
メラの扱いに慣れるための取
材です。今年の陽気は春を一
気に飛び越して初夏になる勢
いなので、桜が残っているか
微妙ですが、新担当もきっと
この取材で一気にナイスなカ
メラマンに!?
　新生活が始まる皆さん。季
節の早さに負けずに頑張りま
しょう。　　　　　　　（か）

●活動状況は？
▶月１回
●活動場所は？
▶境島村公民館
●メンバーは？
▶30人程度

　明るく元気な先生の指導のもと、大声で笑いながら「はがき
絵」を作っている、楽しいサークルです。先生の不思議な魔法
にかけられて、はがき絵の腕前はぐんぐん上達中！　できあが
った作品は、公民館の作品展などに出展しています。季節の花
や農作物などさまざまなものを描くうちに、「興味を持っても
のを見ることができるようになった」との声も。メンバー手作
りのお茶菓子の差し入れも楽しみの一つです。

サークル名 	 島村パレットの会

春 来が たよ
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田島弥平旧宅物語

世界遺産候補 
富岡製糸場と絹産業遺産群

問い合わせ
●文化財保護課（☎63−3636）
●田島弥平旧宅案内所（☎61−5924）

主な内容

P 2−5 平成25年度 一般会計当初予算 
P 6−7  あなたはどっち？ 

特定健診派？ それとも人間ドック派？
P 8 市政懇談会を開催します 

　

田
島
弥
平（
文
政
５
年（
１
８
２ 

２
年
）～
明
治
31
年（
１
８
９
８

年
））は
種た

ね

繭ま
ゆ

養
蚕（
蚕
の
卵
を
取

る
た
め
の
養
蚕
）が
盛
ん
な
島
村

（
現
・
境
島
村
）で
生
ま
れ
ま
し
た
。

弥
平
は
優
れ
た
蚕さ

ん

種し
ゅ（

蚕
の
卵
）を

生
産
す
る
た
め
に
実
験
を
重
ね
、 

養
蚕
全
般
に
わ
た
る
養
蚕
理
論「
清せ

い

涼り
ょ
う
い
く育

」を
完
成
さ
せ
ま
す
。
弥
平

は
清
涼
育
の
理
論
を『
養
蚕
新
論
』

『
続
養
蚕
新
論
』と
し
て
出
版
し
、

全
国
か
ら
養
蚕
を
学
び
に
来
た
人

た
ち
に
教
え
て
い
ま
す
。

　

弥
平
が
考
案
し
た
空
気
の
循
環

を
重
視
す
る
２
階
建
て
、
瓦
ぶ
き
、

や
ぐ
ら
付
き
の
建
物
は
、
そ
の
後

の
養
蚕
農
家
建
築
の
モ
デ
ル
と
な

っ
て
全
国
に
普
及
し
ま
し
た
。「
清

涼
育
」を
考
案
し
、
幕
末
か
ら
明

治
前
半
の
養
蚕
業
の
発
展
に
果
た

し
た
弥
平
の
功
績
は
大
き
く
、
日

本
に
近
代
化
を
も
た
ら
し
た
人
物

の
一
人
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

田
島
弥
平
旧
宅
の
入
り
口
に
は
、

「
南な

ん
よ
た
じ
ま
お
き
な
よ
う
さ
ん
こ
う
ぎ
ょ
う
ひ

余
田
島
翁
養
蚕
興
業
碑
」と
書

か
れ
た
大
き
な
石
碑
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
弥
平
の
娘
、
民た

み

が
、
父
の

蚕
種
業
者
と
し
て
の
優
れ
た
功
績

を
た
た
え
て
建
て
た
顕け

ん
し
ょ
う
ひ

彰
碑
で
す
。

顕
彰
碑
を
見
上
げ
、
田
島
弥
平
に

思
い
を
馳は

せ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

新
連
載

▲田島弥平肖像画
明治12年（1879年）に弥平は蚕種の直

じ き

輸
ゆ

出
しゅつ

の
ため、養蚕農家の仲間とともにイタリアへ渡
った。この肖像画は、その時にトリノの美術
学校で描かれたもの。

▶田島弥平顕
彰碑
明治27年（18 
94年）に建て
られ、弥平が
携わった宮

きゅう

中
ちゅう

御養蚕の栄誉
や、蚕種業者
としての偉大
さが書かれて
いる。

３
月

１
日

現
在

人
口
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田
島
弥
平
の
優
れ
た
功
績



2013年（平成25年）4月1日号広報いせさき

平成25年度 一般会計当初予算

23

伊勢崎をもっと元気に！もっと豊かに！もっと安全に！

705億円 ～前年度比プラス1.0％～

平成２５年度 一般会計当初予算

　本年度の一般会計・特別会計・公営企業会計の予算が、第１回市議会定例会で可決されました。
一般会計の当初予算額は、705億円です。前年度と比較すると、1.0％増加しました。市民の
視点に立った「市民の暮らし最優先の思いやり行政」を推進するため、効果的・効率的な行政運営
と市民生活に直結した事業に対し、重点的に予算を配分しました。
　本年度の予算の配分と主な事業について紹介します。なお、詳しい資料は市ホームページに掲
載しています。
　※金額は端数調整し、「万円」単位で表記しています

問い合わせ　財政課（☎27－2712）

　

予
算
の
基
本
方
針
で
あ
る「
伊
勢
崎
を
も
っ

と
元
気
に
、
も
っ
と
豊
か
に
、
も
っ
と
安
全
に
」

を
実
現
す
る
た
め
、
次
の
五
つ
の
重
点
政
策
を

掲
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

①
福
祉
・
地
域
医
療
の
充
実

②
地
域
経
済
の
活
性
化

③
安
心
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

④
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
振
興

⑤
行
財
政
改
革
の
推
進

　

２
期
目
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
予
算
編
成
に
あ

た
り
、
地
域
間
や
世
代
間
の
交
流
の
活
発
化
、

家
族
や
地
域
の
絆
を
深
め
、
障
害
者
や
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
伊
勢

崎
市
の
実
現
に
向
け
、「
絆
づ
く
り
、
街
づ
く
り

予
算
」を
念
頭
に
編
成
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
市
民
の
暮
ら
し
最
優
先
の
思
い
や
り

行
政
を
基
本
に
、
市
民
と
の
対
話
と
協
調
に
よ

る
市
政
運
営
を
実
行
し
、
全
市
域
の
均
衡
あ
る

発
展
の
た
め
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

歳入の内訳
用語の解説
市税　　市民税や固定資産税など、皆さんが納める税金
国庫支出�金　市が特定の事業をするときに、国が負担する補助

金や負担金など
市債　　国や銀行などからの借入金
地方交付�税　国税（所得税・法人税・消費税など）の一部から、

市の財政状況に応じて交付されるお金
県支出金�　市が特定の事業をするときに、県が負担する補助金

や負担金など
繰入金　特別会計や基金などからの収入金
諸収入　預金利子・貸付金の元利収入など
地方消費�税交付金　消費税として納められた５％のうちの１％

の中から、一定の基準で交付されるお金
分担金お�よび負担金　保育所の保育料など、受益者が経費の一

部を負担するお金
使用料お�よび手数料　公共施設の使用料や戸籍・住民票などを

交付するときの手数料
地方譲与税　地方揮発油譲与税・自動車重量譲与税など
その他　�自動車取得税交付金・地方特例交付金・利子割交付金

など

歳出の内訳
用語の解説
民生費　�児童・高齢者・体の不自由な人・生活に困っている人

を援助するための経費
土木費　�道路・公園・市営住宅などを造ったり、区画整理を行

ったりするための経費
教育費　�学校教育・社会教育などに使われる経費
公債費　�道路・学校などを造るために借りたお金を返済するた

めの経費
総務費　�税金の徴収・戸籍・選挙事務など、市役所の全般的な

仕事に使われる経費
衛生費　�皆さんの健康を守ったり、ごみ・し尿を処理したりす

るための経費
商工費　�商業・工業・観光などを盛んにするための経費
消防費　�消防・救急業務などに使われる経費
農林水産�業費　農道や水路の整備など、農業を盛んにするため

の経費
議会費　�市議会議員の報酬や、議会関係に使われる経費
労働費　�勤労者のために使われる経費
その他　�災害復旧費・予備費

市債残高の状況 平成25年度末の市債残高（元金）見込みは、約4億6,000万円の増加
平成25年度末
見込み

平成24年度末
見込み 増減額

一般会計 689億3,292万円 673億2,791万円 16億0,501万円
特別会計 230億0,735万円 235億1,709万円 ▲5億0,974万円
　下水道事業費 186億6,655万円 189億0,385万円 ▲2億3,730万円
　農業集落排水事業費 43億0,850万円 45億8,664万円 ▲2億7,814万円
　特定地域生活排水処理事業費 3,230万円 2,660万円 570万円
公営企業会計 268億9,097万円 275億2,945万円 ▲6億3,848万円
　水道事業 135億2,994万円 137億7,208万円 ▲2億4,214万円
　病院事業 133億6,103万円 137億5,737万円 ▲3億9,634万円
合計 1,188億3,124万円 1,183億7,444万円 4億5,680万円

※平成24年度末見込み額は、当初予算作成時点の残高です

　各会計とも市債残高の抑制に向
けて事業運営を行っていますが、
一般会計においては、教育施設の
整備、消防本部庁舎の建設など大
型事業への投資により増額してい
ます。
　今後とも計画的な市債の発行に
より、財政の健全化を図り、将来
の負担抑制に努めていきます。

※各会計の市債残高（元金）見込みは端数調
整し、「万円」単位で表記しています

市税
270億4,724万円
（38.4%）

国庫支出金
88億9,734万円
（12.6%）

市債
80億6,880万円
（11.4%）

地方交付税
79億5,000万円
（11.3%）

県支出金
49億0,307万円
（6.9%）

諸収入
28億8,995万円
（4.1%）

繰入金
44億3,100万円
（6.3%）

地方消費税交付金
19億円
（2.7%）

分担金および負担金
16億6,725万円
（2.4%）

歳 入
705億円

使用料および手数料
10億3,193万円
（1.5%）

地方譲与税
7億2,000万円
（1.0%）

その他
9億9,342万円
（1.4%）

民生費
252億6,845万円
（35.8%）

土木費
87億7,486万円
（12.5%）

教育費
81億6,989万円
（11.6%）

公債費
74億6,046万円
（10.6%）

総務費
72億3,663万円
（10.3%）

商工費
29億3,259万円
（4.2%）

消防費
27億8,049万円
（3.9%）

農林水産業費
12億9,274万円
（1.8%）

歳 出
705億円

議会費
5億1,623万円
（0.7%）

労働費
3億5,276万円
（0.5%）

その他
1億5,020万円
（0.2%）

衛生費
55億6,470万円
（7.9%）

特別会計・公営企業会計 予算額　800億2,510万円
特別会計　581億5,887万円

公営企業会計　218億6,624万円
※各会計の予算額は端数調整し、「万円」単位で
表記しています

公営企業会計�
事　業　名 予　算　額

水道事業 56億1,669万円

病院事業 159億0,888万円

介護老人保健施設事業� 2億7,391万円

訪問看護事業 6,676万円

特別会計
事　業　名 予　算　額

小型自動車競走事業費 156億3,846万円

学校給食センター事業費 17億7,774万円

国民健康保険 214億6,720万円

後期高齢者医療 17億6,547万円

介護保険 135億8,512万円

下水道事業費 33億0,538万円

農業集落排水事業費 6億0,125万円

特定地域生活排水処理事業費 1,826万円

伊勢崎市長　五十嵐 清隆

絆
づ
く
り

街
づ
く
り
予
算
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福祉・地域医療の充実

教育・スポーツ・文化の振興

行財政改革の推進

地域経済の活性化

教育
教育指導事業＝2億1,745万円 ▶ 新 教育課程特

例校制度を活用し、全24小学校に英語科を設置
小・中学校・幼稚園耐震補強事業＝7,360万円 ▶ 

小・中学校や幼稚園の耐震設計
集会所管理運営事業＝7,076万円 ▶ 新 今井町集

会所の移転・新築工事
【合併特例債を活用した事業】
小学校トイレ改修事業＝2,300万円 ▶ 新 小学校

12校分のトイレ洋式化の設計
小・中学校校舎・体育館耐震補強事業＝5億0,20 

0万円 ▶ 新境小学校・境采女小学校の校舎およ
び殖蓮第二小学校・広瀬小学校・第三中学校の
体育館の耐震補強工事

赤堀中学校整備事業＝7億7,360万円 ▶ 拡 平成
27年度開校に向けた校舎・体育館などの設計お
よび工事

境公民館整備事業＝2,150万円 ▶ 新平成26年度
建て替えに向けた設計など

行財政
改革

福祉部指導監査課の新設 ▶ 社会福祉法人に関す
る設立認可や福祉事業の指導・検査などの事務
が県から権限移譲されることに伴う新設

土地開発公社の経営健全化 ▶ 伊勢崎駅周辺土地
区画整理事業（第一・第二）の進ちょくに合わせ、
土地開発公社が先行取得した土地を買い戻し、
借入金による金利負担を抑制

スポーツ
【合併特例債を活用した事業】
市民体育館・赤堀体育館改修事業＝4億2,173万

円 ▶ 市民体育館の耐震改修工事の継続、赤堀体
育館のトイレなどの改修工事

文化
世界文化遺産登録の推進＝2,116万円 ▶ 国・県

と連携し、田島弥平旧宅の保存・活用・周辺環
境整備を実施

平成25年度 当初予算

主な事業の概要と予算額

少子
高齢化

生きがい対策事業＝1億0,401万円 ▶ 新 絣の郷
敷地内に（仮称）高齢者活動センターを整備（3,6 
00万円）

在宅サービス事業＝1億4,268万円 ▶ 新65歳以
上の一人暮らしの人などを対象にタクシー利用
料金の一部を助成（624万円）

民間保育所施設整備事業＝2億2,505万円 ▶ あか
いし保育園（曲輪町）の増改築事業への補助

母子保健事業＝2億4,265万円 ▶ 拡 一般不妊治
療費に加え、新たに特定不妊治療費の一部を助
成（1,500万円）

障害者
支援

身体障害者（児）福祉事業＝8,764万円 ▶ 新 軽・
中度の難聴児童を対象に補聴器購入費用の一部
を助成（59万円）

知的障害者（児）福祉事業＝671万円 ▶ 新 市外の
特別支援学校に通う義務教育以外の幼児・生徒を
対象に就学援助費を交付（216万円）

市のＰＲ
活動

市民税賦課事業＝4,286万円 ▶ 新 ご当地ナンバ
ープレートの導入

疾病
予防対策

感染症予防事業＝4億3,048万円 ▶ 新4種混合ワ
クチン・不活化ポリオワクチン予防接種を実施

（8,952万円）
疾病予防対策事業＝3億2,874万円 ▶ 拡 乳がん

検診の無料クーポン対象年齢を拡大
特定健康診査等事業（国民健康保険特別会計） ▶ 新

40歳から64歳までの国民健康保険加入者の集
団特定健診自己負担金を無料に

産業
振興

地域行政対策事業＝2億4,632万円 ▶ 新 地域活
動の促進、住民相互の絆を深めるため、全170
行政区に地域コミュニティ活動事業補助金を交
付（5,100万円）

中小企業振興対策事業＝1億1,858万円 ▶ 地元企
業の活性化の一環として住宅リフォーム費用の
一部を助成（1億円）

商業振興対策事業＝6,131万円 ▶ プレミアム付
商品券発行事業への補助（2,600万円）

金融対策事業＝21億6,993万円 ▶ 拡 中小企業活
性化資金融資預託金（9億7,373万円）

【合併特例債を活用した事業】
（仮称）宮郷工業団地周辺整備事業＝5億4,506万

円 ▶ 宮郷地区に工業団地を造成するための周辺
整備を実施（市道・排水路などの整備）

都市
整備

羽黒住宅建設事業＝1億1,802万円 ▶ 新 羽黒住
宅（Ⅰ棟）の建て替え

市街地再開発事業＝4億0,642万円 ▶ 新 伊勢崎
駅南側の再開発用地の取得（3億9,393万円）

密集住宅市街地整備促進事業＝1億3,524万円
駅周辺土地区画整理事業（第一・第二）＝17億5,2 

37万円
市道113号線（市場町二丁目地内）＝2,760万円
市道2−558号線（本関町地内）＝2,000万円

【合併特例債を活用した事業】
都市計画道路3・4・8号道路改良事業（中央町・東

本町工区）＝2億7,200万円 ▶ 新伊勢崎駅前広
場および都市計画道路3・4・8号線の整備

鉄道連続立体交差事業＝6億1,512万円 ▶ 東武伊
勢崎線の高架化が平成25年秋に完了予定

市道112号線（西久保町地内）＝2,350万円
外環状道路整備事業（境上渕名地内）＝9,500万円
市道2級24号線（境伊与久地内）＝4,000万円

地域
医療

市民病院事業（病院事業会計） ▶ 地域の中核病院と
して、腎センターの整備、医療機器の更新などを
促進し、高度先進医療を提供（9億4,750万円）

　本年度の一般会計当初予算などの主な事業の概要と予
算額を、五つの重点政策に沿って紹介します。
新＝新規の事業・拡＝拡充する事業

安心、安全なまちづくり
安心・安全

建築指導運営事業＝3,787万円 ▶ 拡 木造住宅耐
震改修補助金（400万円）、 ▶ 新地震発生時に通
行を確保すべき道路の沿道の建築物調査を実施

（1,100万円）
防犯対策事業＝1億3,258万円 ▶ 拡 防犯灯のＬ

ＥＤ化（新設350基、転換800基）、防犯カメラ
内蔵ＬＥＤ防犯灯50基を新設

総合防災訓練事業＝1,442万円 ▶ 新 県と共同で
総合防災訓練を実施

平成23年度決算に基づく公会計制度の財務書類（貸借対照表・行政コスト計算書・純資産変動計算書・資金収支計算書）
を、市ホームページで公表しています。

環境
廃焼却炉解体および廃棄物処理施設整備事業＝3億

3,850万円 ▶ 新 あずまダストセンターの解体、
境ストックヤードの建設工事

いせさき聖苑・さかい聖苑維持管理事業＝1億8,5 
04万円 ▶ 新 いせさき聖苑式場用椅子の更新、
さかい聖苑式場入口の改修工事

環境対策事業＝6,851万円 ▶ 拡 住宅用太陽光発
電システム設置費補助金を継続（4,000万円）

観光
振興

緑化推進事業＝2,515万円 ▶ 新 花と緑のぐんま
づくり2013 in 伊勢崎の開催

いせさき花火大会への補助＝2,500万円　うち、
小型自動車競走事業費特別会計から2,000万円
を補助

消防
対策

【合併特例債を活用した事業】
消防本部庁舎建設事業＝3億1,755万円 ▶ 新 消

防防災の拠点となる消防本部庁舎を建て替え
消防救急無線デジタル化整備事業＝1億2,507万

円 ▶ 新無線機器および消防指令センターを整備
し、消防救急無線をデジタル方式へ移行

交通
安全

放置自転車等および放置自動車対策事業＝9,370
万円 ▶ 新 伊勢崎駅高架下に駐輪場を整備（8,3 
50万円）

交通安全施設整備事業＝6,200万円 ▶ 学校周辺
の生活道路などの最高速度を30キロに制限する

「ゾーン30」対策の実施など

伊勢崎駅南口を整備（イメージ）

民間の保育所施設を整備

消防本部庁舎を整備（イメージ）

福祉部に指導監査課を新設

小学校に洋式トイレを設置
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あなたはどっち？ 特定健診派？ それとも人間ドック派？
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ひ
ま
わ
り
健
診
が
無
料
に
な
り

受
け
や
す
く
な
っ
た
特
定
健
診

　

特
定
健
診
は
、
40
歳
以
上
の
人

を
対
象
に
、
生
活
習
慣
病
の
早
期

発
見
と
予
防
を
目
的
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
が
加
入
す
る
医
療
保
険
者

が
実
施
す
る
健
康
診
査
で
す
。
市

で
は
、
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
を
対
象

に
、
公
民
館
や
保
健
セ
ン
タ
ー
で

集
団
で
受
け
る「
ひ
ま
わ
り
健
診

（
40
歳
以
上
64
歳
以
下
）」や
、
指 

定
医
療
機
関
で
個
別
に
受
け
る「
す

こ
や
か
健
診（
65
歳
以
上
）」を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
、
ひ
ま
わ
り
健
診

の
自
己
負
担
額
が
無
料
に
な
り
ま

し
た
。
が
ん
検
診
と
組
み
合
わ
せ

れ
ば
、
少
な
い
負
担
で
十
分
な
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
４
月
中
旬
ま
で
に
、

受
診
票
を
郵
送
し
ま
す
。

※
年
齢
は
平
成
26
年
３
月
31
日
現

在
で
す

人間ドック・脳ドック　受診者を募集します

　

市
で
は
、
40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加

入
者
を
対
象
に
、
特
定
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
年
に

一
度
は
必
ず
健
康
診
査
を
受
診
し
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

●
国
民
健
康
保
険
加
入
者
＝
国
民
健
康
保
険
課（
☎
（27）
２
７
３
７
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
＝
年
金
医
療
課（
☎
（27）
２
７
３
９
）

●生活保護世帯の人は、
市が実施する特定健診
とがん検診を受診でき
ます。
●社会保険などに加入
している人は、保険証
に記載されている医療
保険者が実施する、特
定健診や人間ドックを
受診してください。

表１　「特定健診プラスがん検診」と「人間ドック」の比較
検査項目 特定健診 プラス  がん検診 １日人間ドック

問診、診察、血圧測定、尿
検査、腹囲・身体計測、血
液検査、心電図、眼底検査

無料
40歳～64歳＝ひまわり健診
65歳以上＝すこやか健診

腹部エコーの検査もあり
ます。女性は婦人科検診
があります。

胸部レントゲン
（結核・肺がん検診） 無料

バリウム・胃カメラ
（胃がん検診）

集団検診＝500円、個別検診＝
1,000円、胃カメラ＝2,000円

胃カメラはオプション
（別料金）

便潜血（大腸がん検診） 集団検診＝500円
個別検診＝1,000円

子宮頸
けい

がん
（女性、子宮頸がん検診）

集団検診＝500円
個別検診＝1,000円

マンモグラフィ、乳・甲状
腺視触診（偶数年齢の女性、
乳・甲状腺がん検診）

集団・個別検診＝1,000円 マンモグラフィはオプシ
ョン（別料金）

前立腺がん（50歳から84歳
までの男性、前立腺がん検診）無料

受診料の合計（自己負担額）
男性＝1,000円～3,000円
女性＝2,500円～5,000円
※70歳以上の人は全て無料

9,300円～17,125円
（次ページ表４参照）
＋オプション料金

こんな人にオススメ

●�自己負担を軽く�
抑えたい
●�時間の都合を�
つけやすい

●�仕事などで�
忙しく、�
時間が�
取れない

特定健診とがん検診を
組み合わせれば、検査
項目は、人間ドックと
ほぼ同じです。

健診の結果、生活習慣を改善する必要がある場合には、保健師
や栄養士などが行う保健指導が受けられます。特定健診も人間
ドックも、検査項目はほぼ同じなので、どちらでも同じような
保健指導を受けられます。

知っていますか？
実施概要
実施期間　６月から平成26年３月まで
　�※健診日は、申し込み後に医療機関から通知され
ます

対 象　本市の国民健康保険の加入者または後期高齢
者医療制度の加入者で、次の条件に該当する人

●人間ドック＝40歳以上の人
�●脳ドック＝年齢が表２または表３に該当する人
　※年齢は平成26年３月31日時点
実 施医療機関　市民病院・伊勢崎佐波医師会病院成
人病検診センター・笛木外科胃腸科・鶴谷病院健
診センター・群馬県健康づくり財団・石井病院・
大井戸診療所

　※医療機関は選択できません
自己負担額　表４のとおり
　※健診当日、医療機関で支払ってください

人間ドックを受ける人は、ひまわり健診・
すこやか健診、がん検診は受診できません。
脳ドックだけを受ける人は、ひまわり健診・
すこやか健診と各種がん検診も受けてくだ
さい。

表２　脳ドック対象年齢（国民健康保険）
年齢 該当する生年月日
40歳 昭和48年4月1日～昭和49年3月31日
45歳 昭和43年4月1日～昭和44年3月31日
50歳 昭和38年4月1日～昭和39年3月31日
55歳 昭和33年4月1日～昭和34年3月31日
60歳 昭和28年4月1日～昭和29年3月31日
65歳 昭和23年4月1日～昭和24年3月31日
70歳 昭和18年4月1日～昭和19年3月31日
75歳 昭和13年4月1日～昭和14年3月31日

表３　脳ドック対象年齢（後期高齢者医療制度）
年齢 該当する生年月日
65歳 昭和23年4月1日～昭和24年3月31日
70歳 昭和18年4月1日～昭和19年3月31日
75歳 昭和13年4月1日～昭和14年3月31日
80歳 昭和 8年4月1日～昭和 9年3月31日
85歳 昭和 3年4月1日～昭和 4年3月31日
90歳 大正12年4月1日～大正13年3月31日

申し込み
　保険証、印鑑（朱肉を使用する物）、ひまわり健診
またはすこやか健診の受診票、がん検診受診券を持
って、次の窓口で申し込んでください。
　※先着順ではありません
期日・会場　※土・日・祝日は除きます

【市役所】
●�４月16日（火）＝東館５階第１会議室
�●�４月17日（水）から５月７日（火）まで＝国民健康保
険課または年金医療課

【赤堀支所】
�●�４月16日（火）・17日（水）＝２階大会議室
�●�４月18日（木）から５月７日（火）まで＝住民福祉課

【あずま支所】
�●�４月16日（火）・17日（水）＝２階大会議室
�●�４月18日（木）から５月７日（火）まで＝住民福祉課

【境支所】
●�４月16日（火）＝会議用庁舎１階大会議室
●�４月17日（水）から５月７日（火）まで＝住民福祉課
時間　午前８時30分〜午後５時15分
　※各支所は正午から午後１時までは除きます

表４　自己負担額一覧表

●�後期高齢者医療制度加入者および75歳になる国民健康保険
加入者は、「１泊２日人間ドック」または「脳ドックだけ」の受
診はできません

国民健康保険・後期高齢者医療制度

※同じ日に全ての検
査を受けられるわけ
ではありません

後期高齢者
医療制度

男性� 9,300円
女性�10,300円

−

男性�17,200円
女性�18,200円

−

国民健康保険

男性�15,975円
女性�17,125円

男性・女性ともに
� 43,000円
（伊勢崎市民病院は
� 48,100円）

男性�29,225円
女性�30,375円

男性・女性ともに
� 13,250円

１日人間ドック

１日人間ドック
と脳ドック

脳ドック

１泊２日
人間ドック

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

あ
な
た
は
ど
っ
ち
？

１
日

そ
れ
と
も

プ
ラ
ス 

が
ん
検
診

特
定
健
診
派
？

人
間
ド
ッ
ク
派
？

プラス
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助
成
内
容

　

１
枚
４
０
０
円
分
と
し
て
使
え

る
助
成
券
を
１
年
に
つ
き
24
枚
交

付
し
ま
す
。
助
成
券
は
、
タ
ク
シ

ー
の
乗
車
１
回
に
つ
き
１
枚（
４�

０
０
円
分
）利
用
で
き
ま
す
。
運

賃
が
８
０
０
円
を
超
え
た
場
合
は

２
枚（
８
０
０
円
分
）ま
で
利
用
で

き
ま
す
。

　

こ
の
助
成
券
は
原
則
と
し
て
、

い
つ
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
目
的
地
に
つ
い
て
は
一
定
の

制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

助
成
の
対
象
と
な
る
高
齢
者

　

市
内
に
在
住
の
在
宅（
介
護
施

設
な
ど
に
入
所
し
て
い
な
い
）の

人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を

満
た
す
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
65
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
を
し

て
お
り
、
同
一
敷
地
内
に
親
族
、

ま
た
は
そ
の
ほ
か
の
人
が
居
住
し

て
い
な
い
人

●
70
歳
以
上
の
人
で
、
そ
の
同
居

者
が
70
歳
以
上
の
人
ま
た
は
15
歳

以
下
の
人
だ
け
で
、
同
一
敷
地
内

に
親
族
、
ま
た
は
そ
の
ほ
か
の
人

が
居
住
し
て
い
な
い
人

●
70
歳
以
上
で
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
人

　
　
　
　

＊　
　
　

＊

　

い
ず
れ
の
場
合
も
、
自
家
用
車

を
所
有
し
、
か
つ
運
転
が
で
き
る

人
が
い
る
世
帯
、
福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
券
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
方
法
　

　

保
険
証
な
ど
の
本
人
確
認
が
で

き
る
書
類
と
印
鑑（
朱
肉
を
使
用

す
る
物
）を
用
意
し
て
、
直
接
高

齢
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
住
民
福

祉
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

高
齢
の
交
通
弱
者
の「
こ
ま
っ
た
」を「
よ
か
っ
た
」へ

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
助
成
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た

市政懇談会を
開催します

−市民の皆さんとの対話と協調によるまちづくりを−

　市内５カ所の会場で市政懇談会を開催します。
　本年度の予算や重点事業などについて、市長が説明します。
今後のまちづくりに生かすため、市民の皆さんが日頃から感じ
ている、市政に対する意見や要望などを聞かせてください。た
くさんの市民の皆さんのご参加をお願いします。
問い合わせ　企画調整課（☎27−2707）

期日・会場
　４月	23日（火）	＝境総合文化センター
　４月	25日（木）	＝赤堀公民館
　５月	 ７日（火）	＝市民プラザ
　５月	 ９日（木）	＝市役所東館５階第１会議室
　５月	14日（火）	＝あずま公民館

＊　　　　　　　＊
いずれも
時間　午後７時～８時

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が

長
年
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
引
き

続
き
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
、
次
の
よ
う
な
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

年
齢
や
一
人
暮
ら
し
か
ど
う
か
、

介
護
の
状
態
な
ど
に
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
人

が
異
な
る
ほ
か
、
利
用
料
が
掛
か

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス

の
詳
細
や
申
し
込
み
に
つ
い
て
は

お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
給
食
サ
ー
ビ
ス

●
布
団
の
乾
燥
・
丸
洗
い

●
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

●�

日
常
生
活
用
具（
電
磁
調
理
器

ま
た
は
自
動
消
火
器
）の
給
付

●
緊
急
通
報
装
置
の
設
置

●
紙
お
む
つ
な
ど
の
支
給

●�

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

施
術
費
の
助
成

●
訪
問
理
容
・
美
容
サ
ー
ビ
ス

●�

住
宅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
助
成

●
介
護
用
車
両
購
入
費
の
助
成

●
介
護
慰
労
金
の
支
給

　
　
　
　

＊　
　
　

＊

い
ず
れ
も

問
い
合
わ
せ　

高
齢
福
祉
課（
☎
（27）

２
７
５
２
）・
各
支
所
住
民
福
祉
課

　

高
齢
の
た
め
車
を
運
転
で
き
な
い
な
ど
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
高
齢
交
通
弱
者
の
買
い
物
支
援
、
病
院
へ
の

通
院
支
援
、
引
き
こ
も
り
予
防
の
た
め
の
外
出
支
援
、
各
種
社
会
活
動
へ
の
参
加
促
進
を
目
的
と
し
て
、
在
宅
の

高
齢
者
が
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
際
の
運
賃
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

高
齢
福
祉
課（
☎
（27）
２
７
５
２
）

Ｑ＆Ａ　�タクシー利用料金�
助成事業

Q 助成券はどのタクシー会社で使
えるのですか。

A 下表のタクシー会社であれば、
どこでも使えます。

Q 以前の「コミュニティバス利用
高齢者タクシー助成事業の助成
券」と併用はできますか。

A 本事業の開始により「コミュニ
ティバス利用高齢者タクシー助
成事業」は廃止しますので、併
用はできません。

Q 申請後、助成券は窓口ですぐに
交付されますか。

A 窓口での交付は行いません。受
給要件を審査し、要件を満たす
場合、速やかに申請者（利用者）
に郵送します。

Q 急病などもしもの場合に備えて
助成券を申請したいのですが、
利用しなかった場合、返却が必
要ですか。

A 返却の必要はありません。

タクシー会社・所在地一覧

国際十王タクシー伊勢崎営業所･･末広町（☎25−2460）
寿タクシー･･････････････････････緑町（☎25−6111）
つばめタクシー････････････････大手町（☎25−2002）
伊勢崎タクシー･･････････････････本町（☎25−6789）
群馬スクールバス･･････････赤堀鹿島町（☎63−0414）
国際十王タクシー境のりば･･････境百 （々☎74−0117）
尾島タクシー境営業所･･････････････境（☎74−0412）
交友タクシー･･････････････････玉村町（☎65−5656）

赤堀公民館会場

境総合文化センター会場

市民プラザ会場

あずま公民館会場

市役所会場

高
齢
者
の

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

ご
存
じ
で
す
か
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Ｂ
Ｃ
Ｇ
、
日
本
脳
炎
の

定
期
予
防
接
種

●
Ｂ
Ｃ
Ｇ

　

４
月
か
ら
、
対
象
年
齢
の
上
限

が
こ
れ
ま
で
の「
生
後
６
カ
月
ま

で
」か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

対
象　

生
後
３
カ
月
か
ら
１
歳
に

な
る
ま
で
の
子
ど
も

※
標
準
的
な
接
種
期
間
は
、
生
後

５
カ
月
か
ら
８
カ
月
に
な
る
ま
で

の
期
間
で
す

●
日
本
脳
炎

　

平
成
17
年
５
月
30
日
か
ら
平
成

22
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、
ワ
ク

チ
ン
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た
め
、

全
国
的
に
積
極
的
な
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
勧
奨
を
控
え
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
平
成
７
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
19
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
は
、
日
本
脳
炎
の
定

期
予
防
接
種
が
不
十
分
な
場
合
が

あ
り
ま
す（
予
防
接
種
を
受
け
て

い
な
い
、
接
種
回
数
が
足
り
な
い

な
ど
）。

　

予
防
接
種
法
施
行
令
の
改
正
に

よ
り
、
こ
れ
に
該
当
す
る
人
は
20

歳
に
な
る
ま
で
の
間
、
定
期
予
防

接
種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
詳
し
く
は
各
保
健
セ
ン

タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

子
宮
頸け

い

が
ん
ワ
ク
チ
ン
と
ヒ
ブ
・

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が

定
期
予
防
接
種
に
な
り
ま
す

●
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

対
象　

中
学
１
年
生
か
ら
高
校
１

年
生
に
相
当
す
る
女
性

接
種
回
数　

３
回

接
種
費
用　

無
料

申
し
込
み　

医
療
機
関
に
予
約
し
、

保
険
証
と
予
診
票
を
持
っ
て
接
種

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
中
学
１
年

生
に
は
個
人
宛
て
に
通
知
し
ま
す

●
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン

対
象　

生
後
２
カ
月
か
ら
60
カ
月

予
防
接
種
の
受
け
方
が
変
わ
り
ま
す

花と緑のぐんまづくり 2013 in 伊勢崎
ふるさとキラキラフェスティバル　イベントスケジュール

病
後
児
保
育
と
は

　

子
ど
も
が
病
気
の
回
復
期
に
あ

り
、
保
育
所
や
幼
稚
園
に
預
け
る

こ
と
が
困
難
で
、
保
護
者
が
仕
事

な
ど
の
都
合
で
家
庭
で
の
育
児
が

で
き
な
い
場
合
に
、
子
ど
も
を
一

時
的
に
預
か
り
ま
す
。

利
用
で
き
る
日　

月
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で

※
祝
日
、
年
末
年
始
、
実
施
施
設

の
行
事
な
ど
の
日
は
除
き
ま
す

利
用
時
間　

午
前
８
時
か
ら
午
後

６
時
ま
で
の
間
で
８
時
間
以
内

実
施
施
設　

下
表
の
と
お
り

※
市
民
病
院
内
で
実
施
し
て
い
た

病
後
児
保
育
事
業
は
廃
止
と
な
り

ま
し
た

対
象　

市
内
に
在
住
で
、
保
育
所

ま
た
は
幼
稚
園
に
通
う
生
後
10
カ

月
か
ら
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も

定
員　

１
施
設
に
つ
き
１
日
当
た

り
２
人

利
用
料　

無
料

※
食
事
代
が
別
途
必
要
で
す

実施施設一覧
施設名 住所 電話番号

白ばら保育園 戸谷塚町98−1 ☎32−1400
ゆたか保育園 馬見塚町1196−1 ☎32−3691
しいの実保育園 山王町625−1 ☎40−3373
三郷保育園 波志江町2381−7 ☎23−6122
太陽保育園 堀口町643−1 ☎32−3370
青空保育園 東小保方町3813−1 ☎40−9333
すみれ保育園 境上武士983−3 ☎74−5700

期間　４月20日（土）から５月19日（日）まで
会場　波志江沼環境ふれあい公園、華蔵寺公園、中心市街地
問い合わせ　公園緑地課（☎27−2768）

メイン会場　波志江沼環境ふれあい公園のイベントスケジュール

期日 ステージ 体験教室
開始時間 内容 時間 内容（参＝参加料、定＝定員）

4月20日（土）

午前	10時	30分
午前	11時	30分
午後	 １時	30分
午後	 ３時	25分

オープニングセレモニー
伊勢崎ジュニアオーケストラ
フラワーアレンジ群馬グランプリ決勝大会
ヘリテイジ仮面ショー

午前10時～午後４時

午前10時～午後４時

フラワーアレンジメント教室（参500円、定午前
60人・午後40人）
繭玉桑の実クラフト（参無料、定なし）

21日（日）

午前	11時
午後	 １時
午後	 ２時	30分

		ペルー民族音楽コンサート	
	（マルカマシス）
フラダンスショー
（H

フ ラ

ULA	H
ハ ー ラ ウ

ALAU	O
オ

	N
ナ

A	P
プ ア

UA	L
レ フ ア

EHUA）

午前	10時～午後４時
多肉植物寄せ植え教室（参500円、定午前60人・
午後40人）

27日（土）
午前	11時
午後	 １時

三郷保育園和太鼓演奏
地元演芸発表会

午前10時～午後４時
寄せ植え教室（参500円、定午前60人・午後40
人）

28日（日）
午前	11時
午後	 ２時

		Ａ
エーケージー

ＫＧライブ 午前10時～午後	４時 苔
こけ

玉
だま

教室（参500円、定午前60人・午後40人）

29日（祝）
午前	11時
午後	 １時

地元演芸発表会
ウクレレステージ
（内田六次とウクレレ仲間たち）

午前10時～午後０時30分
午後 １時～４時

		グラスアート教室（参1,000円、定午前10人、	
	午後15人）

5月 3日（祝）
午前	11時
午後	 ２時

		ちびっこダンスショー
午前11時～正午
午後 ２時～３時

		ハンギングバスケット教室（参2,000円、定午	
	前20人、午後20人）

4日（祝）
午前	11時
午後	 １時

第三中学校吹奏楽演奏会
地元演芸発表会

午前10時～午後４時 バルーンアート教室（参無料、定100人）

5日（祝）時間未定 スポーツ教室 午前10時～午後４時 動物木工教室（参300円、定100人）

6日（月）
午前	11時
午後	 ２時

		花見寄席（ながめ黒子の会） 午前10時～午後４時
多肉植物寄せ植え教室（参500円、定午前60人・
午後40人）

11日（土）
午前	11時
午後	 １時

		地元演芸発表会
午前10時30分～11時30分
午後1時30分～2時30分

			ハーブを楽しむ寄せ植え（参1,200円、定午前	
	20人、午後20人）

12日（日）
午前	11時
午後	 １時

ストリートパフォーマンス（大道芸）
伊勢崎佐波吹奏楽団（アンサンブル）

午前10時～午後４時 押し花しおりづくり教室（参無料、定なし）

18日（土）
午前	11時
午後	 １時

オカリナコンサート（風の音）
園芸教室

午前10時～午後４時
寄せ植え教室（参500円、定午前60人・午後40
人）

19日（日）
午後	 １時	30分
午後	 ２時

クロージングセレモニー
ＳＭＣジャズコンサート

午前10時～午後４時
フラワーアレンジメント教室（参500円、定午前
60人・午後40人）

※イベントの内容は変更になる場合があります

サテライト会場　華蔵寺公園
グリーンフェスタ2013 参加者募集

【ボランティアスタッフ】
時間　午前８時30分～午後３時
対象　高校生以上の人

【コンテナガーデン教室・ハンギングバスケット教室参加者】
期日・時間
●コンテナガーデン教室＝３日（祝）午後１時～２時30分
●ハンギングバスケット教室＝４日（祝）午後１時～２時30分
対象　市内に在住または在勤・在学の人
定員　各30人（抽選）
参加料　1,000円

　５月３日（祝）・４日（祝）に華蔵寺公園で開催す
る「グリーンフェスタ2013」の、ボランティア
スタッフと教室参加者を募集します。電話、また
はメールに住所・氏名・年齢・電話番号・教室は
希望講座名を記入の上、公園緑地課（☎27−27	
68、 ﾒールkouen@city.isesaki.lg.jp）に申し込ん
でください。締め切りは４月15日（月）です。

（
５
歳
）に
な
る
ま
で
の
子
ど
も

接
種
回
数　

接
種
開
始
年
齢
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す

※
接
種
回
数
や
接
種
間
隔
に
つ
い

て
は
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

接
種
費
用　

無
料

申
し
込
み　

医
療
機
関
に
予
約
し
、

母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票
を
持
っ

て
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い

※
予
診
票
が
な
い
人
に
は
、
各
保

健
セ
ン
タ
ー
で
予
診
票
を
発
行
し

ま
す

長
期
に
わ
た
っ
て
療
養
を
必
要

と
し
て
い
た
人
へ
の
対
応

　

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
疾
病 

（
重
症
複
合
免
疫
不
全
症
や
白
血

病
な
ど
）の
長
期
療
養
の
た
め
、

定
期
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
人
で
、
疾
病
が
治

癒
し
た
な
ど
の
理
由
で
そ
の
事
情

が
な
く
な
っ
た
場
合
、
そ
の
日
か

ら
起
算
し
て
２
年
を
経
過
す
る
日

ま
で
は
、
定
期
予
防
接
種
の
対
象

者
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
予
防
接
種
を
受
け
ら

れ
る
上
限
年
齢
が
定
め
ら
れ
て
い

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

各
保
健
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

予
防
接
種
は
、
感
染
症
を
予
防
す
る
と
と
も
に
、
感
染
症
の
流
行
を
防

ぐ
た
め
に
も
大
切
で
す
。
予
防
接
種
法
の
改
正
な
ど
に
よ
り
、
予
防
接
種

の
対
象
年
齢
や
受
け
方
が
変
わ
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
予

防
接
種
に
適
し
た
時
期
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
事
前
に

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
課（
☎
（27）
２
７
４
６
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
保
健
セ
ン
タ
ー（
20
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

仕
事
を
し
て
い
る
親
に
と
っ
て
、
子
ど
も
の
病
気
は
負
担
の
大
き
い
も

の
の
一
つ
で
す
。「
う
ち
の
子
、
病
気
は
治
っ
て
き
た
よ
う
だ
け
ど
、
ま

だ
ち
ょ
っ
と
元
気
が
な
い
み
た
い
。
仕
事
は
休
め
な
い
し
、
ほ
か
に
面
倒

を
見
て
く
れ
る
人
も
い
な
い
し
…
ど
う
し
よ
う
」。
こ
ん
な
と
き
は
病
後

児
保
育
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

保
育
課（
☎
（27）
２
７
５
１
）

申
し
込
み

　

保
育
課
ま
た
は
利
用
を
希
望
す

る
施
設
で
、
事
前
に
利
用
者
登
録

し
、
利
用
を
希
望
す
る
日
の
前
日

ま
で
に
、
実
施
施
設
に
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

保
育
課
・
各
施
設
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

病
後
児
保
育
を
知
っ
て
い
ま
す
か
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伊勢崎市役所　☎0270−24−5111 情報ワイド

犬の登録・狂犬病予防注射日程表（春期）
期　日 会　場 時　間 期　日 会　場 時　間

４月９日（火）

下道寺町公民館 午前10時～11時

４月19日（金）

今井町住民センター 午前10時～11時
下蓮町会館 午前11時30分～午後０時30分 韮塚町住民センター 午前11時30分～午後０時30分
長沼町農業集落センター 午後2時～3時 上之宮町区会議所 午後2時～3時
中島公民館 午前10時～10時30分 市場町二丁目区民センター 午前10時～10時30分
百々東会議所 午前11時～11時30分 堀下会議所 午前11時～11時30分
上矢島コミュニティーセンター 午後1時～1時30分 五目牛転作促進研修施設 午後1時～1時30分
下渕名七区会議所 午後2時～3時 下触集落センター 午後2時～3時

４月10日（水）

除ケ町公民館 午前10時～正午
４月21日（日）

宮郷公民館 午前10時～正午
八斗島町会館 午後1時30分～3時 赤堀支所 午前10時～正午
東新井会議所 午前10時～10時30分

５月７日（火）

豊城町区民会館 午前10時～11時30分
上渕名会議所 午前11時～11時30分 上諏訪町会館 午後1時～2時
境采女公民館 午後1時～3時 昭和町公民館 午後2時30分～3時

４月11日（木）

羽黒町集会所 午前10時～11時 下谷区住民センター 午前10時～10時30分
隣保館 午前11時30分～午後０時30分 平井区会議所 午前11時～11時30分
地域資源総合管理施設（山王町公民館） 午後2時～3時 小泉区会議所 午後1時～1時30分
境保泉一丁目集会所 午前10時～11時 向原会議所 午後2時～3時
小此木公民館 午前11時30分～正午

５月８日（水）

本関町公民館 午前10時～11時
境剛志公民館 午後1時30分～3時 鍛治原公民館（ふるさと会館） 午前11時30分～午後０時30分

４月12日（金）

名和公民館
午前10時～正午 宗高町区民会館 午後2時～3時
午後1時～3時 下代会議所 午前10時～10時30分

境東公民館 午前10時～11時 下区区民センター 午前11時～11時30分
女塚会館 午前11時30分～正午 新町コミュニティセンター 午後1時～1時30分
西島前河原住民センター 午後1時30分～2時 三室町集会所 午後2時～3時
境島村公民館 午後2時30分～3時

５月９日（木）

日乃出町神谷区公民館 午前10時～11時30分

４月14日（日）
茂呂公民館 午前10時～正午 つくし会館 午後1時～2時
豊受公民館 午後1時30分～3時 曲輪町三区公民館 午後2時30分～3時
境支所 午前10時～正午 田部井上会議所 午前10時～11時

４月16日（火）

宮子町ふれあいセンター 午前10時～11時30分 田部井下区民センター 午前11時30分～正午
連取本町区会議所 午後1時～2時 西小保方町会議所 午後1時30分～2時
連取元町区会議所 午後2時30分～3時 八寸コミュニティーセンター 午後2時30分～3時
香林町二丁目会議所 午前10時～10時30分

５月10日（金）

新栄町会議所 午前10時～11時
香林町一丁目公民館 午前11時～11時30分 緑町会館（旧住吉会館） 午前11時30分～正午
赤堀鹿島区公民館 午後1時～1時30分 上田町会議所 午前10時～10時30分
間野谷町公民館 午後2時～3時 西国定上区会議所 午前11時～11時30分

４月17日（水）

三郷公民館
午前10時～正午 東国定会議所 午後1時～2時
午後1時～3時 東町会議所 午後2時30分～3時

市場町一丁目区民センター 午前10時～11時
５月12日（日）

殖蓮公民館 午前10時～正午
西久保町三丁目公民館 午前11時30分～正午 あずま支所 午前10時～正午
西久保町二丁目公民館 午後1時30分～2時 ５月19日（日） 市役所 午前9時～正午
曲沢町公民館 午後2時30分～3時

４月18日（木）

西組公民館 午前10時～11時
太田本郷公民館 午前11時30分～午後０時30分
喜多町公民館 午後2時～3時
西野住民センター 午前10時～10時30分
野町区公民館 午前11時～11時30分
赤堀今井町二丁目区区民センター 午後1時～2時
赤堀今井町一丁目区民センター 午後2時30分～3時

前
年
度
と
申
請
方
法
な
ど
が

変
わ
り
ま
す

　

補
助
金
の
申
請
は
、
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
工
事
完
了
後

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
申
請
に
は
、

添
付
資
料
と
し
て
国（
Ｊジ

ェ

イ

ペ

ッ

ク

Ｐ
Ｅ
Ｃ
）

の
補
助
金
交
付
決
定
通
知
書
の
写

し
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は「
申

請
の
手
引
き
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
申
請
の
手
引
き
・
申
請
書
類
は

環
境
保
全
課
・
市
民
情
報
コ
ー
ナ

ー（
市
役
所
・
各
支
所
）に
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

補
助
金
の
申
請
方
法

対
象　

次
の
全
て
の
条
件
を
満
た

す
人

●
市
税
の
滞
納
が
な
く
、
自
ら
が

居
住
す
る
市
内
の
住
宅
に
、
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た
人

●
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置

工
事
を
完
了
し
、
４
月
１
日
以
降

に
電
力
受
給
を
開
始
し
た
人

　

犬
の
飼
い
主
に
は
、
年
１
回
、

４
月
か
ら
６
月
ま
で
に
、
飼
い
犬

に
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
受
け
さ

せ
る
こ
と
が
、
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
集
合
注
射
を
下

表
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
必

ず
注
射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
の
会
場
で
も
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

登
録
済
み
の
犬
の
飼
い
主
に
は

「
狂
犬
病
予
防
注
射
の
お
知
ら
せ
」

の
は
が
き
を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、

忘
れ
ず
に
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
、
犬
を
押
さ
え
ら
れ
る

人
が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
犬
の
ふ
ん
は
、
飼
い
主
が
責

任
を
も
っ
て
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ

い
。

対
象　

生
後
91
日
以
上
の
犬

※
健
康
で
な
い
犬
は
動
物
病
院
な

ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
診
断

書
な
ど
が
発
行
さ
れ
た
場
合
は
、

忘
れ
ず
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い

料
金

●
登
録
済
み
の
犬
＝
１
頭
に
つ
き

３
３
０
０
円

●
登
録
が
済
ん
で
い
な
い
犬
＝
１

頭
に
つ
き
６
３
０
０
円（
登
録
料
３ 

０
０
０
円
を
含
み
ま
す
）

問
い
合
わ
せ　

環
境
保
全
課（
☎

（27）

２
７
３
３
）

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

設
置
費
を
補
助
し
ま
す補

助
件
数　

８
０
０
件（
先
着
順
）

補
助
金
額　

１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た

り
２
万
５
千
円（
上
限
５
万
円
）

申
し
込
み　

交
付
申
請
書
兼
実
績

報
告
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

必
要
書
類
を
添
え
て
、
本
人
ま
た

は
そ
の
同
居
家
族
が
環
境
保
全
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
過
去
に
こ
の
補
助
金
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人
は
、
申
請
で
き
ま

せ
ん
。
１
つ
の
シ
ス
テ
ム
に
対
し

て
申
請
は
１
件
ま
で
と
し
、
重
複

し
た
申
請
は
無
効
で
す

※
申
請
を
第
三
者
に
委
任
す
る
場

合
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す

申
請
期
間　

平
成
26
年
３
月
31
日

（
月
）ま
で

　

入
居
に
は
、
同
居
の
親
族
が
い

る
こ
と
や
、
市
税
の
滞
納
が
な
い

こ
と
、
所
得
制
限
な
ど
の
条
件
が

あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
の
前
に
住

宅
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

詳
細
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
件
数
が
募
集
戸
数
を

超
え
た
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
募
集
戸
数
は
変
更
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間　

４
月
12
日（
金
）ま
で

※
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す

時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

住
宅

課（
☎

（27）
２
７
６
４
）

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す対象世帯の説明

●�子育て世帯＝就学前の子どもがいる世帯、または婚姻か
ら３年を経過せず、夫婦の年齢の合計が70歳以下の世帯

●�母子世帯＝現在婚姻していない昭和31年４月２日以降
に生まれた母と未成年の子どもだけの世帯

●�単身者世帯＝昭和31年４月１日以前に生まれた人
●�高齢者世帯＝昭和31年４月１日以前に生まれた人で２
人以上の世帯（子どもがいる場合は18歳未満に限ります）

●�身体障害者世帯＝身体障害者がいる世帯
●�一般世帯＝上記のいずれにも該当しない２人以上の世帯
●�中堅所得者世帯＝収入月額が15万8,000円から48万
7,000円までの世帯

※県営住宅の応募書類も住宅課にあります

入居者を募集する市営住宅一覧
住宅名 対象世帯 募集戸数

茂呂島住宅

子育て世帯 ３戸

母子世帯 ４戸

高齢者世帯 １戸

一般世帯 １戸

豊城西住宅

子育て世帯 ２戸

母子世帯 ２戸

身体障害者世帯 １戸

一般世帯 １戸

豊城北住宅 母子世帯 １戸

羽黒住宅

子育て世帯 ２戸

母子世帯 １戸

単身者世帯 １戸

赤堀千鳥住宅 一般世帯 １戸

境木島住宅 母子世帯 １戸

境下武士住宅 子育て世帯 １戸

境上武士住宅
子育て世帯 １戸

母子世帯 １戸

境百々第１住宅 単身者世帯 １戸

境百々第２住宅 母子世帯 １戸

ｉ
アイ

タワー花の森住宅
子育て世帯 １戸

中堅所得者世帯 １戸

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
の
予
防
注
射（
春
期
）

申し込み多数
の場合は抽選
会を行います

期日　４月28日（日）
時間　午前９時15分
会�場　市役所東館５階第１会議室

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
と
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
の
た
め
、
住

宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
い
合
わ
せ　

�

環
境
保
全
課（
☎
（27）
２
７
３
３
）

太陽光発電で地球に優しい
暮らしを

各会場の場所は
市ホームページで
確認できるワン
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ま ち の 出 来 事

はつらつウォーキング
島村の歴史について 歩いて 学んで 楽しみました

いせさき読書まつり2013
読書活動で心を豊かに

　３月２日、赤堀公民館ほかで「いせさき読書まつり2013」が開催されました。
読書サポーターによる絵本の読み聞かせをはじめ、小・中学生読書感想画展や、
赤堀図書館で図書の貸し出し・返却などを行う一日図書館員の体験など、さまざ
まな催しが行われました。
　親子ふれあい読書新聞入賞作品の展示では、入賞者が、新聞を作る過程で工夫
したところや苦労したところなどを発表しました。また、絵本作家の長谷川義

よ し ふ み

史
さんによる「絵本から生まれるもの」と題された講演会では、長谷川さんの身ぶり
手ぶりに合わせた絵本の読み聞かせや、群馬のおいしい食べ物を盛り込んだ手遊
び歌の制作などがありました。来場者は長谷川さんの講演に夢中になり、会場に
は笑い声があふれていました。

３月の第一土曜日はいせさき銘仙の日
伊勢崎銘仙の魅力がいっぱいの一日

公民館合同作品展
たくさんの力作が展示されました

　３月２日、いせさき銘仙の日のイベントが市内
の会場で開催されました。北小学校の体育館では

「T
ザ

he M
メ イ セ ン

eisen R
レ ボ リ ュ ー シ ョ ン

evolution」と題して46人の男
女モデルによるファッションショーが行われまし
た。また、いせさき明治館「〜織りの芸術〜至宝
のいせさき銘仙展」をはじめとする同時開催のイ
ベントにはたくさんの人が訪れ、伊勢崎銘仙の魅
力を楽しんでいました。

　本市では、毎月第1日曜日を
「健康の日」とし、「はつらつ健
康教室（運動教室）」を開催して
います。３月３日は特別編とし
て、「はつらつウォーキング」が
境島村で行われました。この日
は子どもからお年寄りまで総勢
300人近い参加があり、参加
者は境島村の大型養蚕農家群な
どを巡りながら、１時間半程か
けて約５キロメートルのウォー
キングを楽しみました。
　途中、国指定史跡・田島弥平
旧宅や国登録有形文化財・日本
基
キ リ ス ト

督教団島村教会では、市の文
化財保護課の職員が各施設の歴
史や価値について解説しました。
ウォーキング終了後には伊勢崎
興陽高校の生徒が、自ら作った
パンを参加者に配りました。ウ
ォーキングを終えた皆さんは、
菓子パンの生地に桑の葉パウダ
ーを練りこんだ、ほんのり甘い
菓子パンの試食に、大変満足し
た様子でした。

　３月２日・3日、赤堀体育館で「公民館合同作品展」が開催されました。
絵画や書道をはじめ、写真や俳句、工芸品など、市内15の公民館の文
化・芸術サークルで活動している皆さんの力作が数多く展示されました。
会場には、お茶席やまゆクラフト・フラワーアレンジメントの体験コー
ナーが設けられました。訪れた人たちは展示作品に見入ったり、体験コ
ーナーを楽しんだりしていました。

手を動かしながら、会場のみんなで楽しく歌いました 読み聞かせをする長谷川義史さん

素晴らしい作品が並びましたまゆクラフト体験に挑戦

コースの途中で田島弥平旧宅を見学

親子で読書新聞入賞作品を発表元気いっぱいに歩く子どもたち 気持ちよくウォーキング

モデルの皆さんがステージ上で記念撮影

伊勢崎銘仙の着こなしを披露
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国
民
年
金 

学
生
納
付
特
例
制
度

年
金
医
療
課（
☎

（27）
２
７
４
１
）

　

日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
人
は
、
全
員
が
国
民
年
金
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

学
生
で
も
国
民
年
金
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
収
入

が
一
定
額
以
下
の
場
合
は
、
申
請

し
て
承
認
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

学
生
で
あ
る
期
間
の
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る「
学
生
納
付
特

例
制
度
」が
あ
り
ま
す（
一
部
の
学

校
は
こ
の
制
度
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
）。

　

こ
の
制
度
は
、
家
族
の
収
入
に

関
係
な
く
学
生
本
人
の
所
得
を
基

準
と
し
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

納
付
猶
予
を
受
け
た
期
間
は
、
年

金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に

算
入
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年

金
額
の
算
定
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
る
た
め
に
は
、
10
年
以
内
に
猶

予
期
間
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
猶
予
期
間

中
に
万
が
一
の
事
故
な
ど
で
障
害

を
負
っ
た
場
合
に
は
、
障
害
基
礎

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
を
受
け
る

に
は
、
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

本
年
度
の
申
請
で
は
、
４
月
か
ら

平
成
26
年
３
月
ま
で
制
度
の
適
用

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

年
金
医
療
課
・
各

支
所
住
民
福
祉
課
ま
た
は
前
橋
年

金
事
務
所（
☎
０
２
７
ー
２
３
１

ー
１
７
０
６
）

公
立
保
育
所
の
一
時
預
か
り
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

保
育
課（
☎

（27）
２
７
５
１
）

　

公
立
保
育
所
で
は
、
保
護
者
の

冠
婚
葬
祭
や
通
院
、
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
な
ど
の
際
、
子
ど
も
を
一
時
的

に
預
か
っ
て
い
ま
す
。

期
日　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

※
祝
日
は
除
き
ま
す

時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時会
場　

第
三
保
育
所
・
第
四
保
育

所
・
境
い
よ
く
保
育
所
・
境
ひ
の

で
保
育
所

※
第
二
保
育
所
で
は
実
施
し
て
い

ま
せ
ん

対
象

●
第
三
・
第
四
保
育
所
＝
生
後
６

カ
月
か
ら
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も

●
境
い
よ
く
・
境
ひ
の
で
保
育
所

＝
生
後
10
カ
月
か
ら
就
学
前
ま
で

の
子
ど
も

定
員　

各
保
育
所
１
日
３
人

利
用
料

●
３
歳
未
満
＝
１
日
２
０
０
０
円

●
３
歳
以
上
＝
１
日
１
５
０
０
円

※
半
日
利
用
の
場
合
は
半
額
で
す

申
し
込
み　

事
前
に
直
接
各
保
育

所
へ

※
子
ど
も
１
人
に
つ
き
、
月
14
日

ま
で
利
用
で
き
ま
す

※
私
立
の
保
育
園
で
も
一
時
預
か

り
を
実
施
し
て
い
る
園
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
各
保
育
園
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

い
せ
さ
き
就
職
面
接
会

商
工
労
働
課（
☎

（27）
２
７
５
５
）

期
日　

４
月
24
日（
水
）

受
付
時
間　

正
午
～
午
後
３
時

会
場　

プ
ラ
ザ
・
ア
リ
ア（
喜
多
町
）

※
Ｊ
Ｒ
伊
勢
崎
駅
北
口
か
ら
無
料

バ
ス
を
運
行
し
ま
す

対
象　

大
学
・
短
大
・
高
専
・
専

修
学
校
を
平
成
26
年
３
月
に
卒
業

見
込
み
の
人

参
加
企
業　

20
社（
予
定
）

問
い
合
わ
せ　

い
せ
さ
き
就
職
面

接
会
実
行
委
員
会（
伊
勢
崎
商
工

会
議
所
内
、
☎

（24）
２
２
１
１
）

お
知
ら
せ

傍
聴
し
ま
し
ょ
う

教
育
委
員
会
定
例
会

教
育
委
員
会
総
務
課

（
☎

（27）
２
７
８
５
）

期
日　

４
月
26
日（
金
）

時
間　

午
後
３
時

会
場　

絣
の
郷（
市
民
交
流
館
）

定
員　

７
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

当
日
午
後
２
時
30
分

か
ら
２
時
50
分
ま
で
に
直
接
会
場

へ宝
く
じ
の
助
成
金
で

魅
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を

行
政
課（
☎

（27）
２
７
０
２
）

　

平
塚
区
で
は
、
市
町
村
振
興
宝

く
じ
を
財
源
と
す
る「
魅
力
あ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」を
利

用
し
て
、
地
域
の
会
議
所
を
新
た

に
建
設
し
ま
し
た
。
地
域
交
流
の

活
動
拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
、
地

域
の
一
層
の
発
展
と
ま
ち
づ
く
り

に
生
か
さ
れ
ま
す
。

小
水
道
や
専
用
水
道
な
ど
は

市
環
境
保
全
課
に
届
け
出
を

環
境
保
全
課（
☎

（27）
２
７
３
３
）

　

４
月
か
ら
、
小
水
道（
地
下
水
な

ど
を
利
用
し
て
30
人
以
上
の
人
に

水
を
供
給
す
る
水
道
）や
、
水
道

法
に
規
定
さ
れ
た
専
用
水
道
・
簡

易
専
用
水
道
に
関
す
る
事
務
が
、

県
か
ら
市
に
移
譲
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
水
道
施
設
の
各
種
手

続
き
や
相
談
な
ど
の
窓
口
は
、
市

環
境
保
全
課
と
な
り
ま
す
。
届
け

出
の
方
法
な
ど
が
変
わ
り
ま
し
た

の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

公
立
保
育
所
の
庭
を
開
放
し
ま
す

保
育
課（
☎

（27）
２
７
５
１
）

　

保
育
所
の
子
ど
も
と
遊
ん
だ
り
、

保
護
者
同
士
で
子
育
て
の
話
を
し

た
り
、
親
子
で
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
な
が
ら
子
育
て
の
仲
間
を
つ

く
り
ま
せ
ん
か
。
公
立
保
育
所
で

は
月
に
２
回
程
度
、
保
育
所
の
庭

を
無
料
で
開
放
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
各
保
育
所
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

※
第
二
保
育
所
で
は
実
施
し
て
い

ま
せ
ん

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者

問
い
合
わ
せ　

第
三
保
育
所（
☎

（25）
２
６
２
７
）・
第
四
保
育
所（
☎

（25）
３
２
３
４
）・
境
い
よ
く
保
育
所 

（
☎

（76）
１
６
３
６
）・
境
ひ
の
で
保

育
所（
☎

（74）
５
７
０
２
）

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
の
補
助
を
行
い
ま
す

建
築
指
導
課（
☎

（27）
２
７
６
２
）

　

地
震
に
対
す
る
建
物
の
安
全
性

を
確
保
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、

木
造
住
宅
を
対
象
と
し
た
耐
震
診

断
・
耐
震
改
修
の
補
助
を
行
い
ま

す
。

【
耐
震
診
断
の
補
助
】

　

耐
震
診
断
の
費
用
は
掛
か
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
診
断
員
を
派
遣

す
る
た
め
の
交
通
費（
１
０
０
０
円
）

は
申
請
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

対
象　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
建
築
確
認
を
受
け
て
建
築
さ
れ

た
一
戸
建
て
の
住
宅
ま
た
は
併
用

住
宅（
住
宅
部
分
の
床
面
積
が
２

分
の
１
以
上
）で
、
地
上
２
階
建

て
以
下
、
在
来
軸
組
み
工
法
で
建

築
さ
れ
た
も
の

補
助
件
数　

30
件（
先
着
順
）

用
意
す
る
物　

建
築
確
認
通
知
書

ま
た
は
壁
の
位
置
が
分
か
る
平
面

図
な
ど

【
耐
震
改
修
の
補
助
】

対
象　

前
述
の
耐
震
診
断
を
受
け
、

評
点
が
１
・
０
未
満
で
、
改
修
後

１
・
０
以
上
と
な
る
住
宅

補
助
件
数　

５
件（
先
着
順
）

補
助
額　

改
修
費
用
の
２
分
の
１

以
内
で
80
万
円
を
限
度
と
し
ま
す

　
　
　
　

＊　
　
　

＊

い
ず
れ
も

申
し
込
み　

５
月
13
日（
月
）・
14

日（
火
）は
午
前
９
時
か
ら
、
市
役

所
東
館
１
階
市
民
ホ
ー
ル
で
行
わ 

れ
る
無
料
住
宅
相
談
会
会
場
へ（
18

ペ
ー
ジ
参
照
）。
５
月
15
日（
水
）以

降
は
直
接
建
築
指
導
課
へ

　　　　　　　　　富岡製糸場と絹産業遺産群

田島弥平旧宅の
パンフレットができました
　世界遺産候補「富岡製糸場と絹産業遺産群」の一つ、
田島弥平旧宅（国指定史跡、境島村）を解説するパン
フレットとリーフレットができました。田島弥平旧
宅案内所、市役所などで配布しています。
　田島弥平旧宅案内所では、田島弥平が著した『養蚕
新論』の版

はん

木
ぎ

を模して作成した記念スタンプを押すこ
とができます。
問い合わせ　企画調整課（☎27－2707）

子育て家庭への手当
　子育て中の人には次のような手当があります。該当する
人は早めに手続きをしてください。それぞれの手当には所
得制限などの条件があります。詳しくは問い合わせてくだ
さい。
問�い合わせ　児童家庭課（☎27－2750）・各支所住民福
祉課

【児童手当】
対�象　中学３年生（15歳になって最初の３月）までの児童
の保護者
支給月額
●所定の所得制限内の場合
　３歳未満の児童＝一律１万5,000円
　�３歳以上の児童＝第１子・第２子は１万円、第３子以降
は１万5,000円

　中学生＝一律１万円
●所得制限を超える場合　一律5,000円

【児童扶養手当】
対�象　母子家庭の母・父子家庭の父、または父母のいない
児童の養育者（対象児童が18歳になって最初の３月ま
で）
支給月額　所得に応じて9,780円～41,430円

【特別児童扶養手当】
対象　心身に障害がある児童（20歳未満）の保護者
支給月額　１級＝５万400円、２級＝３万3,570円

【ひとり親家庭等福祉手当】
対�象　母子家庭・父子家庭の保護者、父母のいない児童の
養育者（対象児童＝小・中学生）
支給月額　児童１人当たり2,000円

【交通遺児等福祉手当】
対�象　交通遺児（中学生以下）および心身に障害がある児童
（20歳未満）の保護者
支給月額　児童１人当たり2,000円

市民活動課・青少年指導センターの事務室が移転します

世界遺産候補

　４月15日（月）、市民活動課と青少年指導センターの
事務室が、絣の郷内に移転します。電話番号・ファクス
番号が変わりますので、ご注意ください。

●市民活動課
　電話番号　61－6712
　ファクス番号　61－6713

●青少年指導センター
　電話番号　27－8090
　相談専用電話番号　27－8080
　ファクス番号　27－8011

絣の郷
　住所　昭和町1712－２
　施設利用についての問い合わせ　☎21－6711

パンフレットは
全12ページ

リーフレット
にはスタンプ
が押せます！

 INFORMATION  BOARD

情報掲示板情報掲示板
●伊勢崎市役所 ☎0270－24－5111

●赤堀支所 ☎0270－62－1151

●あずま支所 ☎0270－62－1311

●境支所 ☎0270－74－1111

開庁時間　午前8時30分～午後5時15分

■火災情報案内（24時間） ☎0180－99－2999

■救急テレホンサービス（24時間） ☎0270－23－1299
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バナー広告を
　　　募集しています

相
談

無
料
住
宅
相
談
会

建
築
指
導
課（
☎
（27）
２
７
６
２
）

期
日　

５
月
13
日（
月
）・
14
日（
火
）

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
除

き
ま
す

会
場　

市
役
所
東
館
１
階
市
民
ホ

ー
ル

内
容　

住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐
震

改
修
の
ほ
か
、
法
律
や
建
設
・
リ

フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る
相
談
に
専
門

の
相
談
員
が
対
応
し
ま
す

※
先
着
１
０
０
人
に
家
具
転
倒
防

止
グ
ッ
ズ
を
差
し
上
げ
ま
す

問
い
合
わ
せ　

建
築
指
導
課
ま
た

は
伊
勢
崎
建
設
会
館（
上
植
木
本

町
、
☎

（25）
１
７
９
３
）

公
立
保
育
所
の
育
児
相
談

保
育
課（
☎
（27）
２
７
５
１
）

　

子
育
て
の
心
配
事
に
つ
い
て
、

保
育
所
の
所
長
な
ど
の
保
育
士
が

電
話
や
面
接
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

匿
名
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

期
日　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

※
祝
日
は
除
き
ま
す

時
間

●
電
話
相
談
＝
午
前
10
時
～
午
後

３
時

●
面
接
相
談
＝
午
後
４
時
開
始

※
面
接
に
よ
る
相
談
は
、
事
前
に

予
約
が
必
要
で
す

会
場
・
問
い
合
わ
せ　

第
二
保
育

所（
☎

（25）
１
９
５
９
）・
第
三
保
育

所（
☎

（25）
２
６
２
７
）・
第
四
保
育

所（
☎

（25）
３
２
３
４
）・
境
い
よ
く

保
育
所（
☎

（76）
１
６
３
６
）・
境
ひ

の
で
保
育
所（
☎

（74）
５
７
０
２
）

講
座

ス
ッ
キ
リ
整
理
収
納
講
座

境
公
民
館（
☎
（74）
５
１
０
５
）

期
日　

４
月
23
日（
火
）

時
間　

午
前
10
時
～
正
午

会
場　

境
支
所
会
議
用
庁
舎

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人

定
員　

15
人（
先
着
順
）

内
容　

整
理
の
基
本
と
洋
服
ダ
ン

ス
の
収
納
の
仕
方
を
学
び
ま
す

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

４
月
９
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
境
公
民
館
へ

囲
碁
入
門
教
室

あ
ず
ま
公
民
館（
☎
（62）
０
１
１
５
）

期
日　

５
月
13
日
か
ら
６
月
17
日

ま
で
の
月
曜
日（
全
６
回
）

時
間　

午
後
１
時
～
３
時

会
場　

あ
ず
ま
公
民
館

対
象　

市
内
に
在
住
の
人

定
員　

20
人（
先
着
順
）

内
容　

囲
碁
を
基
礎
か
ら
学
び
ま

す

参
加
料　

２
０
０
円（
教
材
費
）

申
し
込
み　

４
月
17
日（
水
）か
ら

参
加
料
を
添
え
て
あ
ず
ま
公
民
館

へ親
子
で
リ
ト
ミ
ッ
ク

境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

（
☎
（70）
２
４
１
５
）

期
日　

４
月
23
日（
火
）

時
間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

分会
場　

境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

対
象　

市
内
に
在
住
の
１
歳
以
上

３
歳
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者定
員　

20
組（
抽
選
）

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

４
月
16
日（
火
）午
前

10
時
か
ら
11
時
ま
で
に
直
接
境
児

童
館
ど
ん
ぐ
り
へ

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

名
和
公
民
館（
☎
（32）
０
０
３
４
）

期
日　

５
月
９
日（
木
）

時
間　

午
前
10
時
～
正
午

会
場　

名
和
公
民
館

対
象　

市
内
に
在
住
の
人

定
員　

12
人（
先
着
順
）

内
容　

母
の
日
に
贈
る
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
作
り
ま
す

参
加
料　

１
０
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　

４
月
18
日（
木
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
名

和
公
民
館
へ

女
性
学
級

赤
堀
公
民
館（
☎
（62）
１
１
５
３
）

期
日　

５
月
15
日
・
６
月
５
日
・ 

19
日
・
７
月
３
日
・
17
日
・
９
月

４
日
・
18
日
・
10
月
２
日
・
16
日
・

11
月
６
日
・
20
日
の
水
曜
日（
全

11
回
）

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分会
場　

赤
堀
公
民
館

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
40
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
女
性

定
員　

35
人（
先
着
順
）

内
容　

一
般
教
養
、
健
康
づ
く
り
、

女
性
の
生
き
方
、
趣
味
な
ど
に
つ

い
て
講
話
・
実
習
・
見
学
な
ど
を

行
い
ま
す

参
加
料　

無
料

※
内
容
に
よ
っ
て
実
費
が
掛
か
り

ま
す

申
し
込
み　

４
月
16
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
赤

堀
公
民
館
へ

ボ
ク
シ
ン
グ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

あ
ず
ま
公
民
館（
☎
（62）
０
１
１
５
）

期
日　

５
月
10
日
か
ら
31
日
ま
で

の
金
曜
日（
全
４
回
）

時
間　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

会
場　

あ
ず
ま
公
民
館

対
象　

市
内
に
在
住
の
人

定
員　

20
人（
先
着
順
）

内
容　

ボ
ク
シ
ン
グ
の
動
作
で
ダ

イ
エ
ッ
ト
と
体
力
増
強
の
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
を
行
い
ま
す

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

４
月
12
日（
金
）か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
あ
ず
ま
公
民

館
へ

絵
手
紙
教
室

境
東
公
民
館（
☎
（74）
０
４
５
３
）

期
日　

５
月
７
日
・
21
日
・
６
月

４
日
・
18
日
の
火
曜
日（
全
４
回
）

時
間　

午
後
２
時
～
４
時

会
場　

境
東
公
民
館

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
人

定
員　

20
人（
先
着
順
）

内
容　

初
心
者
か
ら
の
絵
手
紙
教

室
を
行
い
ま
す

参
加
料　

５
０
０
円（
教
材
費
）

申
し
込
み　

４
月
10
日（
水
）か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
境
東
公
民
館

へ

▲心を伝える絵手紙

健
や
か
学
級

高
齢
福
祉
課（
☎
（27）
２
７
５
２
）

期
日　

５
月
13
日（
月
）か
ら
平
成

26
年
３
月
10
日（
月
）ま
で（
全
20

回
）　

※
期
日
・
時
間
な
ど
、
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

会
場　

ふ
く
し
プ
ラ
ザ
ほ
か

対
象　

市
内
に
在
住
の
60
歳
以
上

の
人　

※
以
前
受
講
し
た
人
は
除
き
ま
す

定
員　

30
人（
先
着
順
）

内
容　

健
康
に
関
す
る
講
義
・
体

験
学
習
や
仲
間
づ
く
り
な
ど

参
加
料　

無
料　

※
内
容
に
よ
っ
て
実
費
が
掛
か
り

ま
す

申
し
込
み　

４
月
12
日（
金
）か
ら

22
日（
月
）ま
で
の
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
に
本
人
が
直
接
ふ

く
し
プ
ラ
ザ（
☎

（26）
７
７
３
３
）へ

※
４
月
16
日（
火
）は
休
館
日
で
す

催
し

こ
ど
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

生
涯
学
習
課（
☎
（27）
２
７
９
４
）

　

誰
で
も
簡
単
に
楽
し
め
る
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
、
友
達

づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

期
日　

５
月
19
日（
日
）

時
間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

会
場　

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

対
象　

小
学
生
以
上
の
人

定
員　

30
人（
先
着
順
）

参
加
料　

２
０
０
円（
保
険
料
な

ど
）

申
し
込
み　

４
月
14
日（
日
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
青

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー（
☎

（23）
５
８ 

０
０
）へ

　市民の皆さんが気軽に音楽を楽しめる、ランチタイムコン
サートを開催します。
　※座席を80席用意します。立ち見もできます
期日　４月17日（水）
時間　午後０時15分～０時45分
会場　市役所東館１階市民ホール
内容　ピアノ演奏
入場料　無料
問い合わせ　企画調整課（☎27−2707）

市民ホールランチタイムコンサート

春季陸上記録会
期日　５月４日（祝）
時間　午前９時開始
会場　市陸上競技場
対�象　市内・玉村町内に在住ま
たは在勤・在学の人

内�容　短距離走・中距離走・走
り幅跳び・走り高跳び・ソフ
トボール投げ・砲丸投げ

種別
●�小学４・５・６年生の男子・
女子

●中学生男子・女子
●�一般男子・女子（高校生を含む）
参�加料　600円（保険料など）
　※小・中学生＝400円
申し込み　４月24日（水）までに直接スポーツ振興課へ
問い合わせ　スポーツ振興課（☎27−2747）

リニューアルした市ホームページに
バナー広告を掲載しませんか？

　市ホームページに、バナー形式の広告を掲載す

る広告主を募集しています。掲載スペースは、ト�

ップページの下段、15枠（先着順）です。

　掲載料やバナーの規格、申し込み方法などは、

市ホームページに掲載しています。

詳しくは問い合わせてください。

問い合わせ
　広報課（☎27−2711）

東日本大震災の義援金を
受け付けています
　東日本大震災の義援金の受付期間が、平成26
年３月31日まで延長されました。募金箱は社会
福祉課、公民館、市民サービスセンター宮子・あ
ずまにあります。引き続き皆さんのご協力をお願
いします。
問い合わせ　社会福祉課（☎27−2748）
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初
心
者
弓
道
教
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

【
あ
ず
ま
弓
道
場
】

期
日　

５
月
10
日
か
ら
６
月
３
日

ま
で
の
月
・
金
曜
日（
全
８
回
）

時
間　

午
後
７
時
～
９
時

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
小
学
５
年
生
以
上
の
人

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
の
付
き

添
い
が
必
要
で
す

定
員　

30
人（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

４
月
15
日（
月
）か
ら

５
月
７
日（
火
）ま
で
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
９
時
ま
で
に
電
話
で
あ

ず
ま
運
動
施
設
管
理
事
務
所（
☎

（62）
７
２
７
１
）へ

【
市
弓
道
場
】

期
日　

５
月
13
日
か
ら
６
月
６
日

ま
で
の
月
・
木
曜
日（
全
８
回
）

時
間　

午
後
７
時
～
９
時

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
中
学
生
以
上
の
初
心
者

定
員　

30
人（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

４
月
18
日（
木
）か
ら

30
日（
火
）ま
で
に
直
接
華
蔵
寺
公

園
運
動
施
設
管
理
事
務
所（
市
陸

上
競
技
場
内
、
☎

（23）
７
０
１
５
）

へ【境
弓
道
場
】

期
日　

５
月
15
日
か
ら
６
月
８
日

ま
で
の
水
・
土
曜
日（
全
８
回
）

時
間　

午
後
７
時
～
９
時

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
中
学
生
以
上
の
初
心
者

定
員　

25
人（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

４
月
17
日（
水
）か
ら

５
月
13
日（
月
）ま
で
に
直
接
ま
た

は
電
話
で
境
運
動
施
設
管
理
事
務 

所（
境
支
所
会
議
用
庁
舎
１
階
、

☎
（74）
１
１
１
３
）へ

市
サ
ッ
カ
ー
協
会

一
般
の
部
登
録
説
明
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

期
日　

４
月
18
日（
木
）

時
間　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

会
場　

三
郷
公
民
館

問
い
合
わ
せ　

市
サ
ッ
カ
ー
協
会

（

０
９
０
ー
４
４
６
４
ー
６
４
７ 

５
・
塩
沢
）

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

華
蔵
寺
公
園
運
動
施
設
管
理
事
務
所	

（
☎
（23）
７
０
１
５
）

期
日　

５
月
11
日（
土
）・
18
日（
土
）・

19
日（
日
）（
全
３
回
）

時
間　

午
前
９
時
～
正
午

会
場　

第
二
市
民
体
育
館

対
象　

市
内
の
小
学
４
年
生
か
ら

６
年
生

定
員　

50
人（
先
着
順
）

内
容　

基
本
か
ら
試
合
ま
で
学
び

ま
す

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

４
月
15
日（
月
）か
ら

30
日（
火
）ま
で
に
直
接
華
蔵
寺
公

園
運
動
施
設
管
理
事
務
所（
市
陸

上
競
技
場
内
）へ

保
健

健
康
づ
く
り
課	（
☎
（27）
２
７
４
６
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー	（
☎
（23）
６
６
７
５
）

赤
堀
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー	（
☎
（20）
２
２
１
０
）

あ
ず
ま
保
健
セ
ン
タ
ー	（
☎
（62）
９
９
１
８
）

境
保
健
セ
ン
タ
ー	（
☎
（74）
１
３
６
３
）

各
種
が
ん
検
診
・
骨
粗
し
ょ
う
症

検
診
が
始
ま
り
ま
す

　

本
年
度
の
各
種
が
ん
検
診（
胃
、

大
腸
、
前
立
腺
、
子
宮
頸け

い

部
、
乳
・ 

甲
状
腺
）と
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

が
始
ま
り
ま
す
。
対
象
者
に
は
受

診
券
と
案
内
通
知
を
郵
送
し
ま
し

た
。

　

通
知
が
届
い
て
い
な
い
人
で
、

受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
各
保
健

セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み

●
集
団
検
診
＝
４
月
30
日（
火
）ま

で
に
専
用
は
が
き
を
郵
送
で
各
保

健
セ
ン
タ
ー
へ

●
個
別
検
診
＝
指
定
医
療
機
関
に

予
約
を
し
、
５
月
１
日（
水
）か
ら

12
月
28
日（
土
）ま
で
に
受
診
し
て

く
だ
さ
い

レ
デ
ィ
ー
ス
検
診

　

４
種
類（
胃
、
大
腸
、
子
宮
頸け

い

部
、
乳
・
甲
状
腺
）の
が
ん
検
診

を
、
一
緒
に
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

期
日
・
時
間　

10
月
５
日
・
19
日
、

11
月
２
日
・
16
日
・
30
日
、
12
月

７
日
・
21
日
、
平
成
26
年
１
月
18

日
、
２
月
１
日
の
土
曜
日

会
場　

伊
勢
崎
佐
波
医
師
会
病
院

成
人
病
検
診
セ
ン
タ
ー（
下
植
木

町
）

対
象　

平
成
26
年
３
月
31
日
時
点

で
、
40
歳
以
上
64
歳
以
下
の
偶
数

年
齢
の
女
性

定
員　

３
０
０
人（
先
着
順
）

受
診
料　

４
０
０
０
円

申
し
込
み　

４
月
15
日（
月
）か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
各
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を

配
布
し
て
い
ま
す

　

３
月
16
日
付
で
、
平
成
25
年
度

の
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
布
し
ま

し
た
。
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
、

子
ど
も
の
健
診
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

各
種
保
健
事
業
の
お
知
ら
せ
な
ど

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
各
保
健
セ

ン
タ
ー
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
の

で
、
届
い
て
い
な
い
場
合
な
ど
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

各
保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
づ
く
り
検
査

　

健
康
づ
く
り
検
査
は
、
特
定
健

診
に
併
せ
て
、
市
が
独
自
に
追
加

し
て
無
料
で
行
う
検
査
で
す
。

　

ひ
ま
わ
り
健
診
・
す
こ
や
か
健

診
を
受
け
る
人
は
、
健
診
時
に
併

せ
て
受
診
で
き
ま
す
。
社
会
保
険

な
ど
に
加
入
し
て
い
る
人
で
、
健

康
づ
く
り
検
査
を
希
望
す
る
場
合

は
、
特
定
健
診
の
受
診
時
に
市
内

の
指
定
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

内
容　

心
電
図
検
査
、
眼
底
検
査
、

血
液
検
査（
貧
血
、
肝
・
腎
機
能
）

問
い
合
わ
せ　

各
保
健
セ
ン
タ
ー

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

期
日
・
会
場

●
４
月
16
日（
火
）＝
赤
堀
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー

●
４
月
25
日（
木
）＝
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー

　
　
　
　

＊　
　
　

＊

受
付
時
間　

午
後
２
時
～
３
時

内
容　

対
人
関
係
の
悩
み
な
ど
、

心
の
健
康
に
関
し
、
専
門
医
が
相

談
に
応
じ
ま
す

申
し
込
み　

事
前
に
電
話
で
各
会

場
へス

ポ
ー
ツ

平
成
25
年
度

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
チ
ー
ム
登
録

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

対
象　

市
内
に
在
住
の
小
・
中
学

生
で
編
成
さ
れ
、
学
校
単
位
、
地

域
子
ど
も
会
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

な
ど
で
活
動
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ

団
体

登
録
料

●
指
導
者
１
人
＝
１
１
０
０
円

●
団
員
１
人
＝
６
０
０
円

申
し
込
み　

４
月
15
日（
月
）か
ら

19
日（
金
）ま
で
に
登
録
料
を
添
え

て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

竜宮浄水場（☎24−1760）または�
下記の水道指定工事店へ連絡してく�
ださい。

次の地域の連絡先は、以下のとおりです。
●�境島村の利根川右岸地域（本庄市給水区域）�
＝本庄市水道課（☎0495−22−2151）

●��境平塚の利根川右岸地域（深谷市給水区域）�
＝深谷市水道工務課（☎048−574−6661）

休日の漏水などの連絡先

●４月�20日（土）� 丸橋設備� ☎25−2412
●４月�21日（日）� 中央水道� ☎25−1592
●４月�27日（土）� 矢島設備� ☎24−5840

●４月�28日（日）� 吹上設備工業�☎76−0406
●４月�29日（祝）� 三和水工� ☎32−0575

　これまで、すこやか健診の受診期間は７月から11月まででしたが、本
年度は５月から11月までです。受診の開始が早まり、受診できる期間が
長くなりましたので、この機会に早めに受診しましょう。
　詳しくは、４月中旬に個人宛てに送付する通知で確認してください。
問い合わせ　
　●国民健康保険加入者＝国民健康保険課（☎27−2737）
　●後期高齢者医療制度加入者＝年金医療課（☎27−2739）

65歳以上の国民健康保険・後期高齢者医療制度加入者の皆さん

すこやか健診の受診期間が変わります

無料クーポン券を発行します
　がん検診の受診を促進するため、特定の年齢に
達した人に対して、子宮頸

けい

がん、乳がん、大腸が
んの集団検診・個別検診の費用が無料になる「が
ん検診無料クーポン券」を発行します。次の対象者
には後日（５月末予定）クーポン券を郵送しますの
で、クーポン券が届いてから受診してください。
問�い合わせ　健康づくり課（☎27−2746）・各
保健センター

子宮頸がん検診（女性）
●21歳（平成４年４月２日～平成５年４月１日生）
●26歳（昭和62年４月２日～昭和63年４月１日生）
●31歳（昭和57年４月２日～昭和58年４月１日生）
●36歳（昭和52年４月２日～昭和53年４月１日生）
●41歳（昭和47年４月２日～昭和48年４月１日生）

乳がん検診（女性）
●41歳（昭和47年４月２日～昭和48年４月１日生）
●46歳（昭和42年４月２日～昭和43年４月１日生）
●48歳（昭和40年４月２日～昭和41年４月１日生）
●50歳（昭和38年４月２日～昭和39年４月１日生）
●51歳（昭和37年４月２日～昭和38年４月１日生）
●52歳（昭和36年４月２日～昭和37年４月１日生）
●54歳（昭和34年４月２日～昭和35年４月１日生）
●56歳（昭和32年４月２日～昭和33年４月１日生）
●58歳（昭和30年４月２日～昭和31年４月１日生）
●60歳（昭和28年４月２日～昭和29年４月１日生）
●61歳（昭和27年４月２日～昭和28年４月１日生）

大腸がん検診（男性・女性）
●41歳（昭和47年４月２日～昭和48年４月１日生）
●46歳（昭和42年４月２日～昭和43年４月１日生）
●51歳（昭和37年４月２日～昭和38年４月１日生）
●56歳（昭和32年４月２日～昭和33年４月１日生）
●61歳（昭和27年４月２日～昭和28年４月１日生）

がん検診

肝炎ウイルス
個別検診

期�間　５月１日（水）から12月28日（土）
まで

会場　指定医療機関
対�象　市内に在住の昭和18年４月１日
から昭和49年３月31日までに生ま
れた人

　�※過去に肝炎検査を受けた人、肝臓病
治療中の人、本年度ひまわり健診・
すこやか健診を受診する人は除きま
す

内�容　問診・血液検査（Ｂ型・Ｃ型肝炎
検査）

受診料　無料
申�し込み　４月25日（木）から12月25
日（水）までに直接または電話で各保健
センターへ
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情報掲示板

募
集

障
害
者
計
画
策
定
委
員
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

障
害
福
祉
課（
☎

（27）
２
７
５
３
）

　

障
害
の
あ
る
人
が
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
、

障
害
者
計
画
を
策
定
す
る
委
員
を

募
集
し
ま
す
。
委
員
会
は
公
募
に

よ
る
委
員
の
ほ
か
、
障
害
者
団
体

な
ど
の
代
表
者
で
構
成
し
ま
す
。

　

会
議
は
年
５
回
程
度
、
平
日
に

開
催
し
、
計
画
は
平
成
26
年
３
月

ご
ろ
ま
で
に
策
定
す
る
予
定
で
す
。

報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

委
嘱
期
間　

委
嘱
さ
れ
た
日
か
ら

市
長
に
計
画
を
提
言
す
る
日
ま
で

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
20
歳
以
上
の
人

定
員　

２
人

申
し
込
み　

障
害
福
祉
課
・
各
支

所
住
民
福
祉
課
に
あ
る
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
ま

た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル

で
障
害
福
祉
課
へ

※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

宛
先　

〒
３
７
２
ー
８
５
０
１　

（
住
所
不
要
）　

市
役
所
障
害
福
祉

課
、
FAX

（26）
１
８
０
８
、
ﾒールf-shogai 

@
city.isesaki.lg.jp

締
切
日　

４
月
18
日（
木
）必
着

※
応
募
の
内
容
を
基
に
選
考
し
、

結
果
は
書
面
で
申
込
者
全
員
に
通

知
し
ま
す

国こ
く

際さ
い

化か

推す
い

進し
ん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募ぼ

集し
ゅ
う

し
ま
す

国こ
く

際さ
い

課か

（
☎

（27）
２
７
３
１
）

　

本ほ
ん

市し

の
国こ

く

際さ
い

化か

を
推す

い

進し
ん

す
る
た

め
の
国こ

く

際さ
い

交こ
う

流
り
ゅ
う

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協

き
ょ
う
り
ょ
く

力
し
て

く
れ
る
人ひ

と

を
募ぼ

集
し
ゅ
う

し
ま
す
。

対た
い

象
し
ょ
う　

市し

内な
い

に
在ざ

い

住
じ
ゅ
う

ま
た
は
在ざ

い

勤き
ん

・ 

在ざ
い

学が
く

の
18
歳さ

い

以い

上
じ
ょ
う

の
人ひ

と

※
国こ

く

籍せ
き

は
問と

い
ま
せ
ん

申も
う

し
込こ

み　

国こ
く

際さ
い

課か

に
あ
る
申

も
う
し

込こ
み

書し
ょ

に
必ひ

つ

要よ
う

事じ

項こ
う

を
記き

入
に
ゅ
う

の
上う

え

、
直

ち
ょ
く

接せ
つ

国こ
く

際さ
い

課か

へ

※
申

も
う
し

込こ
み

書し
ょ

は
市し

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

あ
か
ぼ
り
小
菊
の
里

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

文
化
観
光
課（
☎

（27）
２
７
５
９
）

　

峯
岸
山（
磯
町
）の
南
側
の
丘
陵

地
に
あ
る「
あ
か
ぼ
り
小
菊
の
里
」

は
、
毎
年
10
月
中
旬
ご
ろ
に
赤
・

白
・
黄
色
な
ど
の
小
菊
が
咲
き
そ

ろ
い
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
る
花
の
名
所
で
す
。

　

小
菊
の
栽
培
な
ど
に
協
力
で
き

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
を
募
集
し

ま
す
。

対
象　

土
・
日
曜
日
に
作
業
で
き

る
人

内
容　

植
え
付
け
な
ど
の
作
業

※
作
業
日
程
な
ど
は
申
し
込
み
後

に
お
知
ら
せ
し
ま
す

申
し
込
み　

直
接
ま
た
は
電
話
で

文
化
観
光
課
・
赤
堀
経
済
振
興
室

（
☎

（62）
９
７
９
１
）へ

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
設
置
希
望
者
を

募
集
し
ま
す

高
齢
福
祉
課（
☎

（27）
２
７
５
２
）

　

本
年
度
、
北
・
南
・
殖
蓮
・
三

郷
地
区
内
で
認
知
症
高
齢
者
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム（
定
員
９
人
）の
設
置

を
希
望
す
る
法
人
を
募
集
し
ま
す
。

関
係
書
類
は
高
齢
福
祉
課
に
あ
り

ま
す
。

申
し
込
み　

５
月
31
日（
金
）ま
で

に
関
係
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
直
接
高
齢
福
祉
課
へ

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
で

地
球
に
い
い
こ
と 

始
め
よ
う

環
境
保
全
課（
☎

（27）
２
７
３
３
）

　

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
は
、
幼
児

か
ら
高
校
生
ま
で
な
ら
誰
で
も
参

加
で
き
る
環
境
活
動
の
ク
ラ
ブ
で

す
。
子
ど
も
た
ち
の
環
境
保
全
活

動
や
環
境
学
習
を
支
援
し
、
地
域

の
環
境
保
全
活
動
の
輪
を
広
げ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

自
然
観
察
や
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

な
ど
、
身
近
な
環
境
活
動
に
取
り

組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
ホ
ー
ム
ペ
ー 

ジ（
URLhttp://w

w
w
.j-ecoclub.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

売上金は機械工業の振興・社会福祉の
増進などに広く役立てられています

◆飯塚オート場外発売

◆川口オート場外発売

◆ＧⅠ開場48周年記念
　第19回平成チャンピオンカップ　山陽オート場外発売

◆浜松オート場外発売

4/12・13・14・15
4/13・14・15・16

4/17・18・19・20・21
4/22・23・24

臨海学校が利用できます
　新潟県長岡市寺泊地区にある臨海学校は、一部の期間
を除き、誰でも利用できます。
期�間　５月１日（水）から６月23日（日）まで
　　　８月13日（火）から10月31日（木）まで
対象　市内に在住または在勤・在学の人
宿�泊料（１人１泊）　一般＝1,050円、高校生・中学生＝
730円、小学生＝520円、未就学児＝無料

　※入浴はできますが食事の提供はありません
申�し込み・問い合わせ　４月15日（月）午前９時から電
話で教育施設課（☎27−2795）

　※宿泊する５日前までに申し込みをしてください

▲部屋

◀外観




